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モバイルマッピングと GPR の統合で、インフラプロジェクト改善 
How Integrating Mobile Mapping and GPR Is Improving Infrastructure Projects 

マルチアレイ アプローチは、時間と費用の初期投資が必要だが、最

終的には高い成果が得られる。大規

模な建設プロジェクトのほとんど

が地表と地下の両方のデータを扱

うことを考えると、こうしたワーク

フローから多大な恩恵を受ける。 

 

 

 

若い才能を測地学に惹きつける 

Attracting Young Talent to Geomatics 

地理空間産業は、消費者向けから産

業用まで、常に私たちの場所に結びつ

いており、そのつながりを一貫して維

持するには、測地学の知識を持つ専門

家が必要である。この業界では世界中

の他の多くの分野と同様に、熟練した

訓練を受けた労働者が不足しています。

今日、業界に参入すると予測される労働者よりも、引退する測量士や近い将来引退する予定の測量士の方が多

いのが現状である。 

オレゴン州立大学では現在、主に土木工学専攻の学生が履修する地理情報学の副専攻課程を提供しており、

測量、GIS、さらにはリアリティキャプチャに関するコースなど、地理空間分野の入門コースを多数提供して

いる。「多くの教師やアドバイザーは、アウトドアや応用数学にとても興味を持っている生徒がいる、 これ

は彼ら全員が本当に楽しめる職業だ、と言っています。」 

 

今年の Geo Week 会議と展示会のウェビナーテーマ 

AI, Digital Twins, and the Future of Geospatial Technology 

今年の Geo Week カンファレンスおよび展示会は、2 月にコロラド州

デンバーで開催され、大成功を収めました。3,200 名を超える専門家が

参加し、215 の出展者。AI がますます「デジタル ツインの基盤」にな

りつつあると述べた。労働力の問題については、Bellissemo 氏は、AI が

労働者に取って代わるのではないかと恐れられることが多いが、現状は

そうではなく、そうあるべきでもないと述べた。 

 

ケニアでのドローンライセンス 

My Experience Obtaining a Drone License in Kenya 

 

  

 

 

 

https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14emarhpzmm4YKneGSTQ80_4Ad9KYhfGUgsYTu7LGOnn3VO5JERpA5CUNxW5JLd9I38nc=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14ev0LECg6ZQhZUqlr4dJouY0fSVA13MKWGbM4Qy9x-CMV7yVpASzM42a9zX_Z6eAq-mg=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14emUa2-NbkuVqVz_dQ4W4x5wgBnHtng23VGQ31Wu8qfxuhZQkBGnAkk23s25YyBrxLlE=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14epJpK9wDj9NaWByIO3tGIHUkmzCrky5xdBqcCyuRehGOLpSHhkaSJyqMWBYjr6BiGP4=
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ケニアで商業飛行を行うには、ケニア民間航空局  

(KCAA)からリモート パイロット ライセンス 

(RPL) を取得。今日は、ケニアで UAV ライセンス 

パイロットになるまでの経緯、課題、機会、そしてケ

ニアにおけるドローン技術の現在の使用例をいくつ

かご紹介する。 

用途は、撮影、精密農業、ドローン配達、林業、セ

ルラー接続 など 

 

 

祝：世界測量週間 

The Unsung Heroes: Celebrating National Surveyor's Week and Global Surveyors' Day 

この祝賀行事は 2018 年から毎年 3 月 21 日に行われており、「私た

ちの歴史を形作り、私たちのコミュニティの基盤であり続けている先駆

者、パイオニア、個人、業界を世界的に認識する方法」とされている。

測量士は、最初に敷地を測定して地図を作成し、正確な境界、標高、基

準点を作成する人々です。この基本作業がなければ、建物はまっすぐに

立たなくなる危険がある。 

 

 

 

Digital Twins, 3D Visualization, GNSS 
This Week in Geospatial, 3D, and AEC News: Digital Twins, 3D Visualization, GNSS 

ニュースで取り上げられた産業用デジタルツイン 

今週のニュースで私たちが追跡している最大のトレンドは、産

業ユースケースのデジタル ツインと 3D 視覚化に関するもので

す。 

今週、シュナイダーエレクトリックと ETAP は共同で、「AI 工

場」の電力ニーズを設計およびシミュレートできる新しいデジタ

ルツインを発表しました。このデジタルツインは NVIDIA の 

Omniverse プラットフォームを活用し、複数のダイナミクスがシ

ームレスに相互作用できるようにした。 

 

Geo Week が Bluesky に登場 
Follow Geo Week on Bluesky! 

Bluesky は分散型 SNS を開発する新たなプロジェクトである。分散型 SNS のため、中央集権的なサーバ

ーが存在しないのが特徴。ユーザーが情報の投稿・収集・共有などが出来る、それぞれ独自のサーバーを持ち、

それら複数のサーバーが協調しあって一つの SNS を構成するサービスである。またサードパーティ製アプリ

を禁止した Twitter と異なり、Bluesky は対照的で自由にタイムラインのアルゴリズムを改変し独自のアプリ

の作成ができる。 

 
インターネット上の業界動向最近の記事 

Around the 3D, Geospatial, and AEC Industries: Historic Preservation, Agriculture, Sustainability 

 

  

 

https://www.kcaa.or.ke/
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14eoMII9uNUF1FtVupQ90UEla_RM1Ox_qpmRITiwY4nfbYTMfHl-Lh30oLkM1ksN-S1G0=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14erX7-b3MZi-V-577-jWgDdqJv0qZUyvsWnuIGWQkqpHvX74SsV0RvKpgNccEcWjFAw8=
https://www.se.com/ww/en/
https://etap.com/
https://www.geoweeknews.com/news/etap-and-schneider-electric-unveil-world-s-first-digital-twin-to-simulate-ai-factory-power-requirements
https://www.nvidia.com/en-us/omniverse/
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14elFPKmYV-c9RL7Tg_V0G-nNhVUeKQ8u2ge2gJ0Lgu5yDvP_joch046FGmqlCyr2FlnE=
https://ja.wikipedia.org/wiki/Twitter
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14evrvOOmGU_3V52ElS_FGEk3T-JexRZ5fi0iw2Viz-1O3G4iw1HyNRxrqAkiJje-9wVI=
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スミソニアン博物館の 3D 革命:  

スミソニアン協会は、自然史やその他の分野で最もよく知ら

れた団体の 1 つであり、その博物館施設には毎年 2,500 万人

を超える来館者が訪れる。LiDAR、写真測量、構造化光を
使用して歴史をデジタルで保存 

 

アラスカの農地における永久凍土の融解による沈下を測定 

永久凍土の融解という形で気候変動が感じられ、農業に直ち

に影響が及ぶ可能性があります。土地の地形の変化、地表の水

流パターンの変化、その他の影響により、この地域で栽培され

る作物に影響。 

 

＜Latest Press Releases＞ 

 

トプコンは、スキャン、舗装、締固めのための新しいワークフローソリューションで道路建設技術のポートフ

ォリオを拡大します  

• Topcon Expands Road Construction Technology Portfolio With New Workflow Solutions for Scanning, 

Paving, and Compaction 

 

•イーストビューは、グローバル地理ライブラリを起動します  

• East View Launches Global Geography Library 

 

• ETAP とシュナイダーエレクトリックが、AI 工場の電力要件をシミュレートする世界初のデジタルツインを

発表  

• ETAP and Schneider Electric Unveil World’s First Digital Twin to Simulate AI Factory Power 

Requirements 

 

• FARO Technologies が FARO Zone 3D のアップグレードを発表 

• ETAP and Schneider Electric Unveil World’s First Digital Twin to Simulate AI Factory Power 

Requirements 

 

 

 

 

 

 

 

米国運輸長官:目視外飛行（BVLOS）ルール制定加速 
Drone Industry Buoyed by US Transportation Secretary’s BVLOS 

Comments 

米国の新運輸長官ショーン・ダフィー氏が上院の承認公聴会で行った発言

は、FAA が目視外飛行（BVLOS）ドローンの運用に関する規制を確立する

ための規則制定プロセスを進めると発言。BVLOS NPRM を推進するよう求

めた。同氏はさらに、「ドローン技術の展開は規制の泥沼に陥っており、諸

外国に対する米国の競争力を脅かしている」と付け加えた。 

 
•  

•  

•  

•  

•  
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https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14eguu8MqLvMjXRB6wpAI1gvMCDy7NF03YQjAV8rxRdfkYMtqAUjfXxWz4g8CU0I4hUqs=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14eguu8MqLvMjXRB6wpAI1gvMCDy7NF03YQjAV8rxRdfkYMtqAUjfXxWz4g8CU0I4hUqs=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14el0HZSt81kHfdUmjBKZ0L8zPjzy4Z4IEE7KKyfxMZTqhAGaDOyz3GWwE5rKLUBT35lw=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14emKpKYC3PMWvDq7R0u_E5wUNHTc8FkfNqJGxZ1SewwfXAgQk-Tq10k9ntSGAJykKxA4=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14emKpKYC3PMWvDq7R0u_E5wUNHTc8FkfNqJGxZ1SewwfXAgQk-Tq10k9ntSGAJykKxA4=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14emKpKYC3PMWvDq7R0u_E5wUNHTc8FkfNqJGxZ1SewwfXAgQk-Tq10k9ntSGAJykKxA4=
https://info.geo-week.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZcs14emKpKYC3PMWvDq7R0u_E5wUNHTc8FkfNqJGxZ1SewwfXAgQk-Tq10k9ntSGAJykKxA4=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuFh-9fdOpo-s8BsDq-2_6V_g_WNmkerOLC6TNcTie_GjdOCsZkrCMbcsxYKggBc94OI=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuFh-9fdOpo-s8BsDq-2_6V_g_WNmkerOLC6TNcTie_GjdOCsZkrCMbcsxYKggBc94OI=
https://www.expouav.com/news/
https://www.expouav.com/news/latest/faa-dot-nc-drone-summit/?mkt_tok=eyJpIjoiTURZMk5EUTRNakU0WVRrMyIsInQiOiIxejZKTjVqdHNOWUtwb0hrS0dLUGx4NWtZUnluXC9LSTlBaTJESGhON1p6alpYdlNqc1crdTZLMWJxalI5SThaRkF0eWJCTlV6S2hoQXZJaWtNZFwvNlN2YTZUNWQyQ0lHdk1MNGNNdUVpaHU1Z2Z2d1FzT0dqN3RWbmpTZVwvS01yaiJ9#content
https://www.expouav.com/news/latest/
https://www.expouav.com/news/events
https://www.expouav.com/products-and-services-directory-2018/
https://www.expouav.com/news/resources/
https://www.expouav.com/news/about/
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NPRM（notice of proposed rule-making）アメリカ・立法案公告。アメリカでは、社会的に大きな影響を与え

る重要な規則を作成する際には、草案などが官報で公表される。 

 航空安全を目的とする FAA（連邦航空局）と、許容リスクベースの規制緩和による産業活性化を期待する

商用ドローン業界とのスタンスのギャップで、決着に手間取っている・・・訳者） 

 

ウクライナ：商用ドローン運転者に戦闘運用訓練要請 
The Ukrainian Drone Order of Battle: Lessons for Commercial Drone 

Operators 

ウクライナは当初、トルコ製のバイラクタル などのドローンを使用

していたが高価であり、ロシア側が TB2 対応防御体制を確立したので、

新しい商用ドローンの採用に踏み切った。 

・安価な軽量ドローン (2,000 ドル以下など) (例: DJI Mavics)など 

 

 

 

NestGen ：物流と検査むけ AI およびドック型ドローン 

NestGen Session Highlights the Promise of AI and Docked Drones for 

Transportation Inspections 

AI やドッキング ドローン システムなどの新しい進歩が、精度、安全

性の向上により、大きな ROI をもたらす。 

 

https://youtu.be/SOHfeVv0OZ0 

 

非懲罰的な既存航空安全報告システム：ドローン業界に重要 
Non-Punitive Aviation Safety Reporting Systems and How Crucial They Are to the Drone Industry 

無人航空機業界では、2020 年にドローン安全チーム（DST）を設立し、安全推奨事項に対する同様のアプ

ローチを追求していて、NAS における無人航空機システム（UAS）の安全な運用を確保することを使命とす

る業界と政府のパートナーである。 

連邦航空局  (FAA) と国家運輸安全委員会  (NTSB) が 

120 年以上にわたって航空機に関わるあらゆる事故や事件を

分析、調査し、今日知られている航空管制 (ATC) システム

をほぼ完璧に改良、調整してきたことです。現代の航空の 4 

つの柱であるパイロットの訓練、航空機の設計/製造、気象の

監視/予報、ATC 手順は、航空事故が完全になくなるわけで

はないものの、ほとんど発生しないレベルまで微調整されて

きた。 

こ れ ら の デ ー タ は す べ て

ASIAS(Aviation Safety Information 

Analysis and Sharing System)にロードさ

れ、ユーザーは複数のデータベース間で統

合クエリを実行したり、広範な安全データ

のウェアハウスを検索したり、関連する要

素をさまざまな便利な形式で表示したり

できる。 

 

 

 

 

  

https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuBc4N5eioJ0ZeaTmAa8yOwnxKMCB9sbfS6kS1sr8rsxGrV4gNrG8EqGzhlrf9CtSqSs=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuBc4N5eioJ0ZeaTmAa8yOwnxKMCB9sbfS6kS1sr8rsxGrV4gNrG8EqGzhlrf9CtSqSs=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuNCG95Ft4hoSTIeZSGN75ZvXA6kaEtrO74-mcuqLL9b1UE-Bm5LyPPYe8MO2_vywYcI=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuNCG95Ft4hoSTIeZSGN75ZvXA6kaEtrO74-mcuqLL9b1UE-Bm5LyPPYe8MO2_vywYcI=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73Rty55cQl3T_0LwDPFEArF-obZH83oJ_Zd7c07cSqERvoHZSNURpMuGrpvPQwYyhFjfzA=
https://ncatech.org/drone-safety-team-home/
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最も重要かつ最も頻繁に使用されるプログラムは次のとおり； 

• ASAP  (航空安全行動プログラム)。このシステムは、特定の証明書保有者の従業員、主にパート 121 の

商業航空会社のパイロットが気付いた安全上の問題や出来事を自主的に報告することを奨励します。 

• ATSAP (航空交通安全行動プログラム)。これは、FAA、全米航空交通管制官協会 (NATCA)、全米政

府職員協会 (NAGE) の間の協定であり、FAA の航空交通従業員が安全上の懸念を公然と報告するた

めの自発的、協力的、非懲罰的な環境を促進します。  

• ATSAP-X.  

管制官とその管理者が自動化されたプラットフォームを通じて安全関連情報を自発的に提供すること

を奨励することを目的としています。これにより、FAA は航空安全上の問題について学び、軽減するこ

とができます 

• SAFER-FCT  (連邦契約タワー) 

FAA、NATCA、Professional Air Traffic Controllers Organization (PATCO)、Professional Air Traffic 

Controllers Inc. (PATCO Inc.)、および連邦契約タワー会社との間の契約であり、FAA 契約航空管制

官が安全イベントや懸念事項を公然と報告するための自発的、協力的、非懲罰的な環境を促進する。 

• FOQA (Flight Operational Quality Assurance).(飛行運用品質保証) 

通常運用中に生成されるデジタルフライトデータを収集および分析します。これらのプログラムによ

り、飛行運用環境全体についてより深い洞察を得ることができます。 

• ASRS (Aviation Safety Reporting System).  

NASA と FAA のパートナーシップとして 1976 年に設立された。ASRS は機密であり、懲罰的ではな

く、安全上の事故や状況を自発的に報告することを希望する NAS のすべての参加者が利用できる。

VDRP (Voluntary Disclosing Reporting Program).(自主的な開示報告プログラム 

航空会社、修理ステーション、適格なフラクショナル・オーナーシップ・プログラム、またはその他

の適格な FAA 規制対象事業体が、規制違反の事例を自発的に特定、報告、修正するためのインセンテ

ィブを提供します。 

（以上のように、米国は数十年かけて膨大かつ緻密な仕組みを構築し、航空安全を保ってきた。そこにドロー

ンという飛行体が、紛れ込むことで、混乱しているのは止むを得ないかな？？  訳者） 

 

あなたはドローン業界のイノベーターですか? 
Are You a Drone Industry Innovator? Apply to the Commercial UAV 

Expo Innovation Spotlight 

これまでと同じやり方でやらないことが重要である。ゲームのレベル

を上げ、その過程で他の問題を解決する機会が目の前にあるとき、そこ

でテクノロジーを受け入れ、業界を受け入れる必要がある。 

幸いなことに、商用ドローンの世界では、無人技術や関連システムの

新たな進歩が毎日のように報告されており、多くの人がこの意見に同意

している。 

 

ドローンで成功するための 4つの必須コンピテンシー（能力） 
Four Must-Have Competencies for Success in Drones 

aviation は、商用 UAV 業界の基盤です。ドローン技術企業は、それぞ

れの専門分野で優れているかもしれませんが、航空業界特有の課題や規制

を理解する必要があります。 航空業界は本質的に容赦なく、特に「不注意、

無能力、または怠慢」で運航する人々にとって、エラーは高くつく。 

（Privacy、Security は省略  訳者） 

culture 

文化は見過ごされがちですが、長期的な成功には不可欠です。安全性、イノ

ベーション、継続的な改善を優先する強力な組織文化は、ドローン業界での企業の成功を促進することができます。人

 

 

https://www.faa.gov/about/initiatives/asap
https://asrs.arc.nasa.gov/
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuHTGd14oLvJLdzMmsv7ucRceo0WbX1LTL66oPdlb-943e1ai3YBCH_daPl2C6SrSjqw=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuHTGd14oLvJLdzMmsv7ucRceo0WbX1LTL66oPdlb-943e1ai3YBCH_daPl2C6SrSjqw=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73Rt4Zorvj2PdIJYNlxkkDnh2FhVHs98lmnmi6s2LRPAB5t9weZtoigJEnfW4CJfmJ5S_Y=
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格が常に表れているように、文化は従業員、パートナー、顧客、そして一般の人々が見て体験するものであり、それが

あなたの評判を形作ります。個人、会社、組織の評判は、何年にもわたって築かれ、数秒で破壊され、多くの場合、最

初に確立するよりも復元にはるかに長い時間がかかることを忘れないでください。 

 

Ryan Smith 氏（Titan 創始者）インタビュー 
Drone Industry Visionary Interview: Ryan Smith defines the tangible (and invisible) ROI of 

drone security 

ライアン スミスによって設立された同社は、約 15 年間にわたり、ビデオ監視および警備

員サービスの大手プロバイダーであり、より大規模なセキュリティ フレームワークの一部と

してドローンが比類のない価値を生み出す方法と場所について、先見性のあるアプローチと

展望を披露した。 

NestGest 2025 で、スミス氏は、このフレームワークが免除とテクノロジーの

変化によってどのように実現されたかについて説明しました。人間の警備員、ド

ローン、そして該当する場合は自律システムを含む Titan の「ブレンド型」セ

キュリティ アプローチの側面について語った。これによりセキュリティ インシ

デントが 30～40% 減少し、従来の警備員と比較してクライアントが 60% のコ

スト削減を実現できたと述べた。 

 近年、サイバー セキュリティと物理セキュリティのつながりも見られるよう

になった。従来は、カメラを担当する人や部門、ゲートを担当する人、警備員を

担当する人、サイバーを担当する人など、さまざまな人がいました。これらの役割は重複しているため、すべ

てをまとめるとパラダイムが変わります。ほとんどのテクノロジーでは、すべてをまとめる作業の範囲があま

りにも膨大であるため、その機能の 20% しか使用していない人がいます。しかし、各部分がまとめられ、最

終的な利益につながる形で機能しています。これが本当の違いです。 

 

＜ニュース＞ FAA 長官指名、デンマーク港湾警備、水素ドローン 

FAA Administrator Nominated, Drones for Port Security in Denmark, Hydrogen UAVs from Mach Industries 

and Heven Drones 

・Bryan Bedford 氏が FAA 長官に、トランプ大統領が指名 

・デンマークのヒルツハルス港はドローンを使った警備パイロット プロジェク

トを立ち上げた。 

・Mach Industries と HevenDrones が水素ドローン製造で提携 

 

 

＜Press ニュース＞ 

SPH エンジニアリングが UgCS オープンを開始:無料のプロフェッショナルドローンフライトプランニング  

• SPH Engineering Launches UgCS Open: Free Professional Drone Flight Planning 

EagleView は、保険会社が請求トリアージプロセスを改善するのを支援するためにドローンソリューションを

強化します 

EagleView Enhances Its Drone Solution to Help Insurance Carriers Improve Claims Triage Processes 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuJCrrPdNKLvQggjRL6DtBTUhthufsI_jQGDZxuj7K28gJHYbrAfDUdwGxIBkBsOIT9o=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuJCrrPdNKLvQggjRL6DtBTUhthufsI_jQGDZxuj7K28gJHYbrAfDUdwGxIBkBsOIT9o=
https://www.commercialuavnews.com/titan-protection-s-ryan-smith-talks-drone-based-security-solutions-at-nestgen-2025
https://www.commercialuavnews.com/titan-protection-s-ryan-smith-talks-drone-based-security-solutions-at-nestgen-2025
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RtxZHszasCdlBZ2OWDnOTIQCW3n90zcCHagnb3kgObslUVkG63xc56EvJw2KPbqgKNGQ=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RtxZHszasCdlBZ2OWDnOTIQCW3n90zcCHagnb3kgObslUVkG63xc56EvJw2KPbqgKNGQ=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuA751KtrwBIaG325jtGMjXL0ZjuGTok12lX6cYi5MIrqeAAaXDpmONRVLqI8ICqAQyM=
https://info.expouav.com/NzU2LUZXSi0wNjEAAAGZd73RuLkMiP0VfcY4UGhFrTWpmEZr1JJLhT-cxTrlTSC1fQd_MMA44a1jmuqD6OhBROJkDkQ=
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公共の安全、緊急事態、災害対応のために無人航空機で命を救う、アメリカを代表する非営利団体 

ビジョン Airborne International Response Team(AIRT)は、単一のビジョンを持って設立されました。人々

が複雑な緊急事態や大規模災害に備え、対応し、回復するのを支援する革新的な空中能力を提供すること。 

2017 年の創設以来、AIRT プログラムは拡大し、無人航空機システム(UAS)プログラムの構築と管理のため

に、米国および世界中の公共安全および緊急サービス組織をサポートするようになりました。 これらのリソ

ースは、財産を保護し、重要なインフラストラクチャを復元し、人命を救うのに役立ちます。 UAS 技術が普

及する中、AIRT は最新の非営利プログラムである AAM For Good を通じて、Drones For Good®プログラ

ムを進化させています。 Drones For Good®と AAM For Good のミッションに参加している。 

 

特集記事: 無人航空機システムが都市環境の救助活動を支援する 

DHS S&T Tests Unmanned Aircraft Systems in Urban Environments to Help First Responders 

with Drones (FRDs) 

科学技術局（S&T）の 国立都市安全技術研究所（NUSTL）は最近、全国の緊急対応要員を集め、 ブ

ルーUAS クリアリストに掲載されている無人航空機システム（UAS）をテストしました。空中からの有利

な地点を提供し、対応要員と潜在的な脅威との間に距離を置くことで、UASは対応要員が遠隔で事件

を評価および監視できるようにすることで、対応要員への安全リスクを大幅に軽減することができる。

 

2024 年 11 月、NUSTL はミシシッピ州立大学 (MSU) の Raspet Flight Research Laboratory 

および DAGER Technology LLC と提携し、サイバーセキュリティを備えた「Blue UAS」の選定モデ

ルの評価を実施しました。Ascent AeroSystems、Freefly Systems、Parrot Drones、Skydio、Teal 

Drones のモデルを含むこれらのドローンはサイバーセキュリティが確保されており、緊急対応要員の

公共安全活動を支援するために市販されています。 

 

 ブルーUAS クリアリスト 

政府機関で、購入できるドローンメーカのリスト。中国

製は、排除されている。 

Airborne International Response Team 

(AIRT) 

 

https://email.news.skyresponder.org/c/eJyMUbluGzEU_Jpl9xbk47nFFgHibQIkgV2lCng8SrQlrkBSEpSvD1QktZup5sJMWpP1MidGq7AKBRqFglEqo-z1d0lrMDxmmwmkJwdKKgM-eQc8m2WR6Jw0lh1XkVRGbVXA4CgqbihEZ_mCVmrnJWdlRY6aS2EEci7cbLXMKrmFG4EyCjUpXune5_7xaNQve03U5r0d2Gk9jnHpk_wy4Tbhdr_f53Ts82G_Tbj1WKhGAl8TDIrHup_2w2PC7Wk24fZMnXDj8glqwi2TH9dG4Nso8URwrWdfKyXwpcXm84D-6IPOHY50usD_Lh2uLfgKVG-l7fVMdXS2t4Ov5Y__t1biS-LWG5DGSVBpUbBoqSDkoK2zTktvWFs_9vcyKd4vvr3PcT-zTjU99cIaHaO1YDEbUHZBcJQ4GJ6lFagkWcM6tUL9SdciZLJ2gcyFA5WThkBOgaNACq0ORns21rdvv15f3n7--P715ZWNz116W_FvAAAA__-fa6NG
https://email.news.skyresponder.org/c/eJyMUbluGzEU_Jpl9xbk47nFFgHibQIkgV2lCng8SrQlrkBSEpSvD1QktZup5sJMWpP1MidGq7AKBRqFglEqo-z1d0lrMDxmmwmkJwdKKgM-eQc8m2WR6Jw0lh1XkVRGbVXA4CgqbihEZ_mCVmrnJWdlRY6aS2EEci7cbLXMKrmFG4EyCjUpXune5_7xaNQve03U5r0d2Gk9jnHpk_wy4Tbhdr_f53Ts82G_Tbj1WKhGAl8TDIrHup_2w2PC7Wk24fZMnXDj8glqwi2TH9dG4Nso8URwrWdfKyXwpcXm84D-6IPOHY50usD_Lh2uLfgKVG-l7fVMdXS2t4Ov5Y__t1biS-LWG5DGSVBpUbBoqSDkoK2zTktvWFs_9vcyKd4vvr3PcT-zTjU99cIaHaO1YDEbUHZBcJQ4GJ6lFagkWcM6tUL9SdciZLJ2gcyFA5WThkBOgaNACq0ORns21rdvv15f3n7--P715ZWNz116W_FvAAAA__-fa6NG
https://www.dhs.gov/science-and-technology/national-urban-security-technology-laboratory
https://www.diu.mil/blue-uas-cleared-list
https://www.diu.mil/blue-uas-cleared-list
https://www.diu.mil/blue-uas-cleared-list
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これらの評価は、昨年 6 月にテキサス州の田舎で行われた以前のテストの続きです。全体的な目標

は、さまざまな地理的設定と地形におけるさまざまな機能 (カメラの視力、遅延、コマンドと制御のリン

ク品質など) を評価することでした。 

「私たちは、マイアミのベイフロント パークとローンデポ パ
ークの両方で、厳選されたブルー リスト UAS を飛行させ
ました」と、NUSTL プログラム アナリストのクリス ドゥー
リー氏は述べています。「私たちの目標は、それらの独自
のテクノロジーと機能を評価するとともに、都市環境での
被害評価や状況認識ミッション中に、緊急対応要員が使
用するのに適しているかどうかを評価することでした。」 

 

 

＜訳者コメント＞ 
1) 測量業：３D,デジタルツイン、AI,各種高精度センサーなど、先端技術満載。若者を惹きつけて当然
である。 
2) スミソニアンなど博物館や、美術館、遺跡、文化財などのバーチャル化、10 数年前から普及し始め
たが、最新３D表示技術で格段に没入感向上。日本は、アニメを含め、その品質は世界トップになれる。 
3) 米国の空の安全システム、FAA 絶大なる蓄積。ただし、ドローンの BVLOS 普及など、逆に足を引っ

張ている？ 
4) Airborne International Response Team (AIRT) 公共の安全、緊急事態、災害対応のために無人航空機

で命を救う、アメリカを代表する非営利団体。活動活発化。    

防災日本を標榜するには、必須の体制、強く働きかけていきたい、 

 
2025-03-08  SPARJ 河村幸二 

 

 

https://www.dhs.gov/science-and-technology/news/2024/09/26/feature-article-unmanned-aircraft-systems-first-responders-rural-environments

